論文 年少者日本語教育における授業参加支援の捉え直し 子どもにとっての意味と支援者にとっての意味を考える過程から by 関 裕子

















































である支援者 1 の視点も忘れてはならない。支援者が JSL の子どもの成長・発達について論じる
際，「できなかったことができるようになった」「A の状態から B の状態へと変化した」といった
表現でその子どもを評価することがしばしばあるが，それは支援者自身が変化したことによって
































































































































本研究の実践のフィールドは，東京都内の公立 N 小学校（以下，N 小学校）である。N 小学校
のある地区では，日本語指導が必要な児童が確認された際に教育委員会派遣の日本語指導員が週
1，2 回学校を訪れ，個別指導を行っている。筆者も指導員の一人として，2014 年 7 月から 2015






研究協力者である L は 2014 年 5 月に N 小学校の第 2 学年に転入してきた JSL 児童である。
L と繋がりのある言語は英語を含む母国の公用語 2 言語で，家庭では両言語を併せて使用し，母
国での教育は英語で受けていた。読書と運動が大好きで，誰とでもすぐに打ち解けることができ
る朗らかな児童である。親の仕事の都合で来日した L は，転入当時日本語が全く理解できない状
態であり，2014 年 7 月から 2015 年 3 月まで筆者が週 2 回の個別指導を行っていた。日本語能力
の向上に伴い 2015 年 3 月からは週 1 回の指導に切り替わる予定であったが，翌春，L が進級と
同時に他校の国際学級に通級することが決まったため，筆者との個別指導は 2015 年 3 月で終了
となった。しかし 2014年 8月から個別指導と並行して筆者が行っていた在籍学級での関与観察 3










導・観察中に持ち歩くノートに記したメモの他，L が授業中に作成した成果物 4 も含まれる。
エピソード記述とは，対象者の気持ち・主観を観察者自らの主観を通して把握し，行動事実の
みならず場面の「生き生き感」「息遣い」（鯨岡，2005，p. 15）が読者に伝わるような記述を通じ
て考察する質的研究法である。今回この手法を選んだ理由は 3 つある。1 つ目は，L と筆者，L と
クラスメイトなど，人と人との関わりの中で見られた「生の断面」を描くことで L の人物像をよ

















れる理由は 2 つある。1 つは，JSL の子どもの参加や日本語能力の評価及び彼らへの支援の捉え
方は，それを行う者がもつ参加観，日本語能力観，支援観などに由来する点にある。そしてもう
1 つは，支援者の参加をめぐる内省による気付きが JSL の子どもへの接し方や支援に与える影響
を明らかにするためである。
4．L の参加の様相
本章では，エピソード記述を用いて L の参加の様相を描き，L にとっての「授業に参加するこ
と」の意味を明らかにする。分析にあたり，L の日本語能力の段階ごとに考察をするために，期
4　現物ではなく，筆者が文字化したものを使用する。
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間を 3 期に分ける（表 1 参照）。また，エピソードおよびその背景部分では，当時の状況をより
鮮明に描けるよう，筆者のことを「私」と記述することとする。
表 1　各期の観察期間と L の日本語能力
期間 関与観察の日数 / 時間 「聞く」「話す」* 「読む」「書く」
第Ⅰ期 2014 年 8 月 25 日
～ 11 月 27 日
19 日間 /45 時間 1 ～ 2 1 ～ 2
第Ⅱ期 2014 年 12 月 1 日
～ 2015 年 3 月 23 日
20 日間 /38 時間 2 ～ 3 1 ～ 2
第Ⅲ期 2015 年 5 月 7 日
～ 7 月 14 日
11 日間 /44 時間 3 ～ 4 2 ～ 3
* 日本語能力の判定には，日本語を学ぶ子どもの日本語「聞く」「話す」「読む」「書く」の 4 技能の発達















の書き間違いがあったが，指摘をすると納得した様子で 1 つ 1 つ訂正を行った。
「じゃあ，これ，日本語にする？」と聞くと，L は鉛筆を握り，やる気に満ちた瞳で







































味が分かれば L でも取り組みやすいのではないかと思い，私は L の横に近付き，「L，あれね，最
初から読んでも，最後から読んでも，同じなんだよ。」と声をかけて黒板を見るように促す。
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く多くの児童に発言させたいと考えている学級担任は，常に手を挙げる L を含めた 4，




























そして，このエピソードでの L の発表の仕方からは，L がクラスメイトと同じルールのもと
で，同じように授業に参加できること，そして，学級担任や他の児童も L をそのように見なし，
対等に言葉を交わしていることが見てとれる。そこには，「ゆっくりとした速度で話す」といった
周囲から L への配慮も，L 自身の中での，うまく日本語で表現できないことに対する自信のなさ















































しかし，このように議論を結ぶ前に忘れてはならないのが，L の参加は L 一人によって達成さ
れるものではないということである。したがって，上述した L の心理を考慮した上で，L と繋が
り，L を認める存在である周囲が L に与えている影響にもここで目を向けたい。まず，第Ⅰ期の
頃，周囲には L が参加できていなくても仕方がないという意識があったため，英語を使うなどの
L なりの参加を容認し，L が授業に参加していなくてもそれを咎めることは稀であった。また，L

















ものから L 自身に着目したものへと変化していること，また，それに伴って L に対する周囲の接








意志をもって授業に向き合う L の言動と，周囲が L に求める授業態度や成果は必ずしも常に一致















































も，筆者は L がとった何らかの行為を基に L の心情や L に対する周囲の見方を分析している。















と，L の言葉や行動の 1 つ 1 つが今までとは違って映るようになった。問題に取り組まない L，
何度も手を挙げて教員に指してもらおうとする L，自分の力で音読をしようとする L など，それ


















L という人間を捉えようとした時，筆者の目には一人の人間としての L の生き生きとした喜怒哀
楽が映るようになっていった。それは，それまで「日本語指導員」と「日本語支援が必要な子ど
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